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1.　はじめに

　本工事は、大蔵村清水地内にある清水堤防の浸透対策の一環として、鋼矢板を打込み堤防を強化す

る工事である。施工時期が5月から11月頃の工事のため梅雨・台風・秋の長雨等、河川工事の宿命では

あるが河川の増水時の人員の退避及び機材の搬出等が懸念された。

工事概要 平成26年4月10日～平成26年12月5日

矢板工　 広幅鋼矢板 Ⅲｗ型 Ｌ=15.5ｍ Ｎ=60枚

Ⅲｗ型 Ｌ=15.0ｍ Ｎ=71枚

Ⅲｗ型 Ｌ=14.5ｍ Ｎ=254枚

Ⅲｗ型 Ｌ=14.0ｍ Ｎ=20枚

笠コンクリート Ｌ=387.2m

2.　夜間出水時退避訓練の必要性

　本工事は、高水敷内で施工することから河川の増水に対して気をつけねばならず、施工箇所も最上

川中流域で在るため、上流域での豪雨に対しても注意を払わねばならない。また近年頻繁に起るゲリラ

豪雨は台風等と違い予測が困難であり、万が一夜間に出水しても作業員を迅速に非難させ、また機材

等も高額な為、確実に搬出しなければならない。　現場内で出水時の退避基準を設け、それが正確な物

か知る必要性があった。

真夜中の大安全訓練～清水堤防は俺達が守る！～
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　さらに、訓練において必要な事はエドガー・デール氏が 経験の円錐

提唱した「経験の円錐（左図）」からも分かる通り、

１.グループで話し合い、２.実体験をし、３.他の人に教

える、であると拙著も考えている。従って今回は、万が

一の夜間出水に対応した実体験訓練を行いたく、会社

に提案した。会社としても安全訓練のマンネリ化を問題

視していたため快諾して頂いき、訓練する運びとなった。

３．クラウドロガー水位計の設置

　現場内にクラウドロガー水位計を設置し水位観測所とした。退避基準については、前年工事　3月

の増水時のクラウドロガー水位データを基に水位データ2.0ｍを浸水水位とし、機械の組立て時間と

退避場までの移動時間をはかり実測結果3時間を退避時間とした。また3月の現場水位上昇率が

10cm/時間であったため退避基準水位をクラウドロガー水位1.7ｍと定めた。またモバイル通信網

を利用し工事現場に設置された水位計の測定データを専用Ｗｅｂページ上で閲覧できるため、

場事務所や自宅でパソコン及びスマートフォンですぐに確認、対応する事ができる。

４．真夜中の大安全訓練開始

　出水時退避訓練に先立ち、退避訓練計画書を作成し

作業内容・作業場所・作業の班編成・退避場所をグルー

プで話し合い、「清水堤防を護るのは俺達だ」をスロー

ガンに退避訓練に望んだ。

スマホ・パソコン

にいつでも通知



グループ話し合い スローガン唱和 計画書

・タイムスケジュール

　18:30:00　　現場観測所（ｸﾗｳﾄﾞﾛｶﾞ-）により出水時退避の判断、本社及び作業員への出動の要請

　19:10:00　　現場到着作業開始

ケーシングオーガ引抜き・現場に仮置き・トレーラーにｸﾗｯｼｭﾊﾟｲﾗｰの架台を設置・

油圧ホースの切り離し・ｸﾗｯｼｭﾊﾟｲﾗｰ積込・トレーラー退避（現場事務所）　A班

堤防及び現場にユニック車によりﾃﾗｽﾀｰ設置・現場内資材（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ・溶接機等）を

ユニック車に積込・ユニック車退避後作業員2人は、清水堤防両端に待機　B班

現場全体の監視・確認スマートフォンにより水位の確認・目視による水位の確認

　20:10:00　　重機の退避開始

①BH　②パワーユニット　③クローラクレーンの順で第1退避場に退避

B班の作業員2人は一般者等への退避中の堤防への侵入禁止の誘導作業

　20:55:00　　退避完了

　21:00:00　　現場事務所に集合　

本日の出水時退避訓練の反省点及び改善点の意見交流

　21:30:00 訓練終了・解散

訓練最初はまだ、辺りも薄暗かった為、段取り良く進み、照明も順調に設置できた。しかしｸﾗｯｼｭﾊﾟｲﾗｰ

の分解および機材のユニック車への積込作業で事は変わってきた、照明が足りず暗いため作業がはか

どらない。積込作業に於いては、合図者の合図がオペレーターにまったく見えない状態である。急遽、

懐中電灯で照らし作業を進めた、それでも中々作業がはかどらず、最終的には予定時間より1時間遅

れの4時間（２２：３０）で訓練を終了した。

　19:05:00　　現場事務所に集合A班・B班に班を編制し退避作業の確認後現場に出発

　18:35:00　　連絡を受け作業員出動本社よりトレーラー及びユニック車（ﾃﾗｽﾀｰ4台積
置）出動



出張所さんの計らいで他社 照明設置。ここまでは順調

の方々も見学に来てくれました だったが…

すぐに暗くなり、合図者の合図 懐中電灯で照らすがやはり中々

が見えにくく… 捗らなかった…。

積込み・搬出 気づきを教えあう

５.　おわりに

　夜間訓練を終え、様々な改善点が見つかり訓練自体は有意義なものとなった。と同時に自分の見通し

の甘さが露呈された。訓練に参加した作業員さんからは、照明の数と配置場所を考え直すべき、ユニ

ットの自走は時間がかかるのでトラックを増やして搬出しよう等、実体験に基づいた意見が様々聞か

れた。何事も頭で考えているとおりには行かず訓練の重要性がわかる一件であった。これらの結果を踏

まえ、再度皆で検討し、ヘッドライトの購入、照明器具の増設、退避基準水位を10cmさげクラウドロガー

水位1.6ｍとするなど対応した。結果として、ゲリラ豪雨による搬出が２度あったが、無事搬出し工事も

誰一人ケガする事なく完了する事が出来た。
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